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オノマトペによる筆記特徴の分類

Classification of Writing-Skill Features using Onomatopoeias
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Embodied expertise, which expresses skills of experts, is a kind of tacit knowledge that is difficult to transfer to
other people by means of writing down or verbalizing it. The aim of our study is to translate embodied expertise
into explicit knowledge, i.e. onomatopoeias. We call the onomatopoeias “embodied expertise onomatopoeias”
which could facilitate people to intuitively and easily understand the skills. Acquiring “embodied expertise ono-
matopoeias” is considered as a problem of pattern recognition. Our study adopted a skill of Japanese penmanship
“Pen Shodo” which is Japanese calligraphy using pen to be translated to onomatopoeias, and investigated a pos-
sibility to construct a classification system for the skill.

1. はじめに

擬音語・擬態語の総称であるオノマトペは，物事の様子や動

作を簡略的かつ直観的に表現することが出来る [Komatsu 12,

Doizaki 13]．特に日本語には、多くのオノマトペが存在し，そ

れを用いたコミュニケーションが日常的に行われ知識の共有を

実現している．

本研究では，暗黙知としての身体知 [Suwa 08, Kobayashi 08]

を形式知である身体知オノマトペとして言語化することを目

指す．身体知オノマトペによって身体動作を言語化できれば，

スポーツや楽器演奏等の身体動作の持つ特徴を，人同士が直観

的に理解しやすい形式で共有することを促進できるのではない

かと考える．

本稿では，数ある身体動作の中でペン字 (硬筆)書道の筆記

を取り上げ，筆記特徴とオノマトペの関係性を明らかにする．

硬筆書道はその実用的な面から，現在でも習熟したいと考える

人々は多い．硬筆書道は毛筆書道に較べ一見容易に習得可能に

見えるものの，上級者と初心者の描いた文字の間には明確な視

覚的ギャップが存在する．視覚的ギャップは，文字の大きさや

バランスも大きな要因であるが，その一方，文字の太さの変化

やインクの濃淡変化も，筆致の勢い，力強さ，滑らかさといっ

た印象に大きな影響を与える．当然ながら，文字の太さの変化

やインクの濃淡変化は，毛筆文字に較べ微小な変化である．し

かし，微小であるが故に，その微小な変化を表現するための筆

記技能習得は困難であるといえる．

毛筆楷書書道における筆の動きを表すとき，トンッ・スーッ・

トンッといったオノマトペ表現が用いられることがある．これ

は，入筆・送筆・止め (折れ) 等の動的特徴を言語によって表現

したものであり，運筆を指導するためによく用いられる．我々

は，毛筆楷書書道の指導同様に，硬筆書道においても筆記特徴

の言語化は有効な書道学習になり得ると考える．そこで，硬筆

書道の筆記特徴の言語化を多クラス分類問題として扱い，描画

された文字の筆記特徴をパターン認識によってオノマトペ・ク

ラスに分類することを検討する．
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図 1: パターン認識によるモデル化

本稿では，硬筆書道における筆記特徴のオノマトペ・クラス

への分類の可能性を探るため，サポートベクターマシン (SVM)

を用いた多クラス分類器を構成した．これを用いて，いくつか

のオノマトペと代表的な筆記特徴である筆圧と筆速の関係性に

ついて基礎的調査を実施した．

2. 提案モデル

図 1 に処理の流れを示す．筆記者から計測した筆記データ

を，前処理，特徴抽出，クラス (オノマトペ)分類することで，

筆記データ上に暗に含まれるであろう筆記スキルを身体知オ

ノマトペとして言語化する．オノマトペとして言語化すること

で，上級者と初心者間の持つスキルの差異を言語表現の差異

として表すことが出来，効果的な書道学習が期待される．提案

モデルのように認識系を構成するためには，適切な特徴量を

定め，識別部を構成する必要がある．本稿では，筆圧と筆速を

特徴量とした場合のクラス分類性能に関する基礎的な調査を

行った．

3. 実験

3.1 筆記データ

筆記に関係するオノマトペとして，「す (/su/)」「す

っ (/suQ/)」「ずっ(/zuQ/)」「すーっ (/suHQ/)」「しゅっ
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表 1: 5つのオノマトペ間の識別
すっ (/suQ/) しゅっ(/sjuQ/) す (/su/) すーっ (/suHQ/) ずっ(/zuQ/)

One-vs-One 0.43 0.30 0.32 0.23 0.87

One-vs-Rest 0.46 0.60 0.16 0.62 0.88

表 2: 3つのオノマトペ・クラス間の識別

A B C

{すっ (/suQ/),しゅっ (/sjuQ/)} {す (/su/), すーっ(/suHQ/)} {ずっ(/zuQ/)}
one vs one 0.61 0.45 0.90

one vs rest 0.64 0.52 0.94

(/sjuQ/)」の 5つを今回の検討の対象とした．これは，促音，

濁音，長音，拗音の音節の，筆圧と筆速に対する大きな影響を

考慮したためである．

データ収集は，指定した各オノマトペを被験者にイメージ

してもらい，そのイメージ通りに横線 (漢字の「一」と同じ左

から右への運筆)を描かせた．これにより，横線というほぼ同

一軌跡で統制した筆記において，筆記特徴量 (平均筆圧，平均

筆速)に差異が生じるかを調査した．すなわち，各オノマトペ

を分類のクラスとし，筆圧及び筆速という特徴量でクラス分類

がどの程度可能かを検討する．筆記には，ワコム製のペンタブ

レット Intuos4を用い，60ミリ秒毎にサンプリングした．被

験者は，20代の男性 9名と女性 1名の計 10名で，全員利き腕

は右手であり，筆記も右手を用いた．なお，筆記については，

被験者 1名に対しオノマトペ毎に 10回行い，そのうちペン操

作に慣れたと思われる後半 5回分を調査対象とした．

3.2 5クラス分類
実験においては，取得した筆記データの半数を無作為選択し

て SVMの学習に用い，残りをテストデータとした．これを 100

回繰り返した平均識別率を表 1に示す．実験には，One-vs-One

法とOne-vs-Rest法を用いた．濁音を持つ「ずっ(/zuQ/)」以

外は識別率が低く，5つのオノマトペの構成そのままでは識別

が困難といえる．

3.3 3クラス分類
5つのオノマトペをいくつかのクラスに再クラスタリングす

る．ここでは，2つのオノマトペ間で識別実験を実施し，識別

が難しいオノマトペを特徴量が類似していると考え，クラスタ

を構成する．図 2 に実験結果を示す．図 2 で示した無向グラ

フのエッジ上の値は各ノード (オノマトペ)間の識別率を表す．

ここで，識別率が 70%未満を識別性能が低いとすれば，その

2つのオノマトペは筆記特徴である平均筆圧と平均筆速では識

別が困難で，類似した特徴を持つことを意味する．そこで，類

似した特徴を持つオノマトペをまとめて 1 つのクラスとして

再構成すると以下の 3クラスが構成される．

1. A ={すっ (/suQ/), しゅっ (/sjuQ/)}

2. B ={す (/su/), すーっ (/suHQ/)}

3. C ={ずっ(/zuQ/)}

上記A，B，C の 3クラスを用いて識別実験を実施した結果

を表 2に示す．濁音を音素として持つ「ずっ(/zuQ)」のクラ

ス C の識別率は 90%を超え高くなっている．一方，他の 2ク

ラスは，5 クラス分類に較べ識別率は向上する傾向にあるが，

識別性能が十分とは言い難い．

(/su/)

(/suHQ/)

(/zuQ/)

(/suQ/)

(/sjuQ/)

図 2: 2つのオノマトペ間の識別

4. まとめ

本研究では，身体知をオノマトペとして言語化するという

課題をパターン認識によって解決することを提案し，そのため

の基礎的調査を実施した．具体的には，硬筆書道の筆記特徴を

SVMによって構成した多クラス分類器を用いて，5つのオノ

マトペとして分類することを試みた．

筆記者の計測データを見ると，濁音を含むオノマトペである

「ずっ(/zuQ/)」をイメージした筆記では，平均筆圧が高くな

る傾向があり，他の促音，長音，拗音，清音を含むオノマトペ

と平均筆圧が類似しない．そのため，実験結果が示すように，

「ずっ(/zuQ/)」の識別率が高くなったと考えらえれる．今回

の実験結果から，濁音を含むオノマトペと含まないオノマトペ

の二者については分類の可能性を示すことが出来た．また，分

類実験の過程で，特徴量が類似するオノマトペがあることも分

かった．分類可能なオノマトペとそうでないものが明らかにな

ることで，書道指導に有効なオノマトペの発見に繋がるものと

思われる．また，硬筆書道の学習のためには，当然ながらもっ

と細分された分類が必要である．そのために，平均筆圧と平均

筆速だけでなく他の特徴量の採用や，分類器のチューニング，

個人性を考慮に入れた分類器の構成，他のオノマトペについて

の評価等を検討したいと考えている．
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